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  本日ここに、新津市誕生１０周年記念式典を挙行いたしましたところ、公私ご

多忙のなか、鈴木英敬三重県知事、国会議員の皆様、そして、多くの皆様のご臨

席を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 

津市は、平成１８年１月１日、津市、久居市、河芸町、芸濃町、美里村、安濃町、

香良洲町、一志町、白山町、美杉村の１０市町村が合併し、平成の大合併のなかで

も、全国で５番目に構成市町村数が多く、県内の市・町で最大の面積を有する市

となりました。 

ご来場の皆さん、まずは壇上正面の皆様を謹んでご紹介いたします。 

この合併という一大事業に向けて、当時大変なご労苦のなか、幾多の壁を乗り

越え、合併を決断し結実され、そして、１０年前の新津市開市式において、庁舎前

でまさにテープカットをされた１０人の市町村長の皆様に、１０年経った今日、

全員お揃いで壇上にお越しいただきました。また、合併前の各市町村議会におけ

ます様々なご議論のなかで、ご心血を注がれた議長様にもお越しいただきました。 

本日の式典では、私は元市町村長様、元議長様に、是非この壇上正面にお座りい

ただきたいとこだわりました。合併後１０年を経た今の津市があるのは、皆様方

の誇り高きご決断、そして数々のご労苦の賜物であり、そのことに対しまして、

深く敬意を表する次第であります。あらためて厚くお礼申し上げます。 

私は今日、皆様方に見守っていただくなか、今の津市の行政を担う責任者とし

て、あらためて身の引き締まる思いでございます。 

 

さて、それではこの１０年間で、１０の市町村が描いていたまちづくりは進ん

できたのでしょうか。  

各地域の最重要課題として引き継がれました２０事業、各旧市町村２つずつの

事業を着実に進めてまいりました。大型プロジェクトについても、新斎場「いつ

くしみの杜」は既に業務を開始し、この春には新最終処分場、リサイクルセンタ

ーが供用を開始いたします。そして産業・スポーツセンターは、来年の秋にはオ

ープンいたします。 

また、合併時には地域住民の方々から、総合支所がこれまでのように身近な存

在でなくなってしまうのではないかという不安の声もございましたが、総合支所

に権限、財源を移譲し、人員を再配置することによって、地域の皆様に寄り添っ



た仕事ができるようにいたしました。 

さらに、合併の効果として行財政の効率化を成し遂げることができました。 

職員数を２割削減し、２，５００人のスリムな組織となりました。財政運営にお

いては、例えば、臨時財政対策債と合併特例事業債を除く地方債の残高は、この

１０年間で９８３億円から２９８億円と約３分の１となり、財政調整基金は２０

０億円、全国３０万人都市のなかでトップの残高となり、健全な財政基盤を築く

ことができました。 

この１０年間で、松田直久前市長のご尽力もあり、津市は合併前の１０の市町

村の期待や願い、望みの多くを実現してきたのではないか、まずは及第点はいた

だけるのではないかと思っております。市民の皆様の津市政へのご理解、ご協力

に深く感謝いたします。 

では、これからの１０年に向けて、何をしていかなければならないのか。 

合併の効果を活かしながら、「もっとできること」を実現していきたいと思いま

す。それは、同時に歴史の流れの中で、「今やるべきこと」を確実にやり遂げるこ

とであります。 

例を挙げます。津駅北の大谷踏切の拡幅、平成１０年にその方針が決まっていな

がら、合併後も実行できないままでありました。近鉄道路津興橋は、架橋後８５

年を経過しました。久居駅東口の整備も当初の予定通りには進んでいません。 

こうした市民生活のご不便、老朽化したインフラなどは、このままの状態で次の

世代に引き渡すわけにはまいりません。合併後１０年の今、こうした懸案に向き

合い、解決策を見出し、着実に形にしてまいります。 

未来の津市を担う子どもたちへの投資も、「今やるべきこと」だと思います。 

小中学校の普通教室へのエアコンの設置、これからも待機児童ゼロを続けるた

めの子ども園の新設など、教育や子育てを施策の中心に捉え、しっかりと取り組

んでまいります。 

そして、これらの事業の実行に当たり、先人により、また合併効果により築き上

げられた健全財政を維持し、堅実な財政運営を進めます。 

 

「今やるべきこと」を、今市政を預かる私たちが、迷うことなく実行することは、

今の市民からの付託であるとともに、未来の市民への責任でもあります。 

その責任を果たすべく、津市役所挙げて、全身全霊で取り組んでいくことをお誓

いし、風格ある県都津市の実現に向けて、弛まぬ努力を重ねていく決意を新たに

し、後の世の市民に、「あの時、合併して良かった」と必ず言っていただけるまち

づくりを進めることをお約束して、万感の思いを込めて、新津市合併１０周年の

式辞といたします。 


